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2017年 10月２日 

各 位 

会 社 名 株式会社果実堂 
代 表 者 名 代表取締役社長 井出  剛 
 
問 合 せ 先 経営企画室 室長 小板橋 達也 
      総務経理室 主任 緒方  美穂 
電 話 ０９６－２８９－８８８３ 

 
 

子会社の異動（第三者割当増資引受）及び組織変更に関するお知らせ 

～大豆エナジー株式会社の設立～ 
 
 

当社は、2017年９月20日開催の取締役会で、当社の関連会社であるベジタブル製薬株式会社が

実施する第三者割当増資を引き受け、同社を子会社化するとともに、同社の組織変更（大豆エナ

ジー株式会社への商号変更）を行うことを決議し、本日付で全ての手続きが完了しましたので、

下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．子会社の異動（第三者割当増資引受）及び同社の組織変更（大豆エナジー株式会社への商号変更）の目的 

 

当社は、主力のベビーリーフ事業（農事業）が直面する天候・

自然災害リスクの軽減のため、新規事業部門として、2014年２

月に発芽促進研究所を開設しました。 

発芽過程における機能性の向上に着目し、環境制御型発芽促進

タンク（「落合式ハイプレッシャー法」特許第 5795676 号）を用

いて大豆のイソフラボンやグルタミン酸を人為的に向上させたサ

ラダ用発芽大豆を開発・販売しました。本商品は、大型量販店や

生協での反響も多く、年間２億円を超える商品へと成長しており

ます。今後は、機能性素材や機能性豆乳への進出を目指してまい

ります。 

一方、本研究開発は、2016 年７月には、経済産業省「平成

28年度 戦略的基盤技術高度化支援事業（サポイン事業）」に

採択され、京都大学、九州大学、理化学研究所、熊本大学ら

と機能性食品並びに創薬リード化合物に向けての共同研究を

進めてまいりました。この結果、大豆を用いた実験「イソフ

ラボン類縁物質の探索研究」で 107 種類の未知物質と 610 種

類の既存物質（これまで入手困難とされていたものを含む）

の発見に世界で初めて成功しました。 

環境制御型発芽促進タンク 

サポイン推進委員会の模様 
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これらの成果のもと落合式ハイプレッシャー法を中核技術として更なる飛躍を期して、同社の

資本金を２億５千万円へ引き上げ、業容の拡大を図ることとしました。現状の売上高２億円台か

ら早期に売上高５億円規模への事業拡大を目指してまいりたいと思います。 

 

２．異動する子会社の概要 

（１） 名 称 ベジタブル製薬株式会社 

（２） 所 在 地 熊本市中央区南熊本 3-14-3 くまもと大学連携インキュベータ 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役 井出 剛 

（４） 事 業 内 容 
・植物由来機能性物質の探索、生産及び抽出 

・植物由来機能性物質を用いた医薬品原薬の開発 

（５） 資 本 金 2,000万円 

（６） 大株主及び持分比率 創業者、㈱果実堂 

 

３．第三者割当増資引受の方法 

（１）増資引受の方法 

大豆エナジーが実施する第三者割当増資により発行する株式 4,600 株全てを当社が引き受け、

同社を当社の子会社といたします。 

 

（２）取得株式数、取得価額及び取得前後の所有株式の状況 

（１） 異動前の所有株式数 

1,782株 

（議決権の個数：1,782個） 

（議決権所有割合：33.0％） 

（２） 取 得 株 式 数 4,600株 

（３） 取 得 価 額 230,000,000円（１株当たり 50,000円） 

（４） 異動後の所有株式数 

6,382株 

（議決権の個数：6,382個） 

（議決権所有割合：63.8％） 

 

４．今後の見通し 

本件に伴い、同社は当社の持分法適用会社から連結子会社へ変更になる見込みです。また、2018

年３月期連結業績に与える影響は現在精査中であり、確定次第必要に応じてお知らせいたします。 

 

（ご参考）大豆エナジー株式会社の概要 

（１） 名 称 大豆エナジー株式会社 

（２） 所 在 地 熊本市中央区南熊本 3-14-3 くまもと大学連携インキュベータ 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 井出 剛（創業者） 

（４） 事 業 内 容 
・植物由来機能性物質の探索、生産及び抽出 

・植物由来機能性物質を用いた創薬原料の開発、製造及び販売 
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（５） 資 本 金 ２億５千万円 

（６） 設 立 年 月 日 2017年 10月１日（創業日：2015年 12月１日） 

（７） 発 行 済 株 式 総 数 10,000株 

（８） 決 算 期 ３月 31日 

（９） 大株主及び持分比率 
㈱果実堂        6,382株［63.8％］ 

創業者（資産管理会社） 3,618株［36.2％］ 

（10） 役 員 及 び 顧 問 

代表取締役 井出 剛（創業者） 

技術顧問  落合 孝次 

取締役   河野 淳子 

取締役   小板橋 達也 

監査役   望月 俊治（公認会計士） 
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（ご参考）当社について 

社名  株式会社果実堂 

事業内容  ・大規模ベビーリーフの生産，販売 

 ・機能性発芽食品の開発，製造，販売 

設立  2005年４月６日 

本社所在地  熊本県上益城郡益城町田原 1155-5 熊本テクノリサーチパーク内 

資本金等  資本金 97,397,500円 資本準備金 52,397,500円 

主な株主  創業者（資産管理会社）   8,413株［43.5％］ 

 三井物産㈱         2,728株［14.1％］ 

 カゴメ㈱          2,000株［10.3％］ 

 トヨタ自動車㈱         700株［ 3.6％］ 

 ㈱鹿児島銀行          527株［ 2.7％］ 

 ㈱北九州銀行          500株［ 2.6％］ 

 ㈱大分銀行           400株［ 2.1％］ 

 エア・ウォーター㈱       367株［ 1.9％］ 

 矢崎総業㈱           360株［ 1.9％］ 

 ㈱富士通九州システムズ     300株［ 1.6％］ 

 ㈱ミクニ            300株［ 1.6％］ 

 辻󠄀製油㈱            300株［ 1.6％］ 

役員・顧問  代表取締役社長 井出 剛 （創業者） 

 相談役・特別顧問 井出 博之（薬学博士） 

 取締役     河野 淳子（新規事業本部長） 

 取締役     高瀬 貴文（栽培管理本部長・技師長） 

 社外取締役   藤井 啓吾（カゴメ㈱ 執行役員 農事業本部長） 

 社外取締役   石原 廣 （三井物産㈱ 流通事業本部 商品流通部 室長） 

 社外取締役   愛川 美文（㈱富士通九州システムズ 取締役 執行役員常務） 

従業員数  140名（パート社員含む） 

最近３年間の経営成績及び財政状態 

決算期 2015年３月期 2016年３月期 2017年３月期 

 純 資 産 114百万円 192百万円 208百万円 

 総 資 産 702百万円 1,001百万円 1,501百万円 

 売 上 高 957百万円 1,180百万円 1,123百万円 

 営 業 利 益 18百万円 31百万円 31百万円 

 経 常 利 益 14百万円 49百万円 68百万円 

 当 期 純 利 益 11百万円 32百万円 16百万円 

 

以 上 


